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研究成果の概要：本研究では，児童生徒に対する教員の修復的な関わりを実現する学校環境を整備していくため
に，小中学校各1校の学級担任24名に対して修復的アプローチおよびポジティブ行動支援に関する研修等教育的
支援の実施した。その結果，対立場面における教員の介入方略の変化，また教員の修復的対話に関する対応スキ
ルの向上，加えてこれら複合的な効果として実施校における対立問題数の減少，および児童生徒の学校適応感の
向上が明らかとなった。

研究分野：教育心理学

キーワード： 修復的アプローチ　ポジティブ行動支援　修復的対話　対立解消　Good Behavior Ticket　教員研修　
いじめ予防
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研究成果の学術的意義や社会的意義
教員に対する修復的アプローチおよびポジティブ行動支援に関する研修等教育的支援の実施によって，学校内で
生じる児童生徒のけんかやいじめなどの対立問題を教員が主体となって修復し合うことができる対応スキルを習
得することができた。それにより，児童生徒に対する教員の修復的な関わりを実現する学校環境を整備すること
ができた。
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１．研究の目的 
文部科学省(2018)の調査によると，教員による児童生徒に対する体罰の発生件数は 838件に
のぼる。また，学校現場における児童生徒の暴力行為の発生件数は 63,325 件にのぼり，発生
率は全学校数の 31.6％を占める。近年はその割合の増加と低年齢化が問題となっている(文部
科学省, 2019)。このように現在の学校現場では，教師と児童生徒，または児童生徒同士の間に
おいて，暴力を伴った対立問題が依然発生している状況である。 
この問題に対して申請者は，2016年度から 2018年度に渡って科学研究費奨励研究の助成を
受け，学校全体で取り組むピア・メディエーション(Peer Mediation:対立場面における子ども
同士による仲裁活動，Johnson, Johnson, & Dudley, 1992)の実践研究を行い，子ども同士の対
話による問題解決を目指した。その結果，児童の学校適応感の向上といじめ・けんかの発生件
数の減少が確認された(松山, 投稿中)。しかし子ども同士の対立問題には，教師の問題解決に対
する態度が影響することも示唆された。 
そこで 2019 年度に再度科学研究費奨励研究の助成を受け，児童生徒の対立問題に対する教
員の修復的対話(Restorative Practice，松山, 2018; Sellman, Cremin & McCluskey, 2013)に着
目し，その実現を目指す研修プログラム(以下，プログラムと記す)を開発した。プログラムは
英米の学校現場の視察から得た知見に基づいて，傾聴や当事者間の対話による仲裁方法等を含
む 6時間の内容で構成された。試行的に 4名の学級担任に対してプログラムを実施したところ，
教員の公平かつ円滑な問題解決や，その手順に対する児童の受容が示された。また対立問題に
対してだけでなく，日ごろの学校生活場面や授業場面においても，教員が児童に対して称賛や
受容的態度を示す様子が観察された。 
 そこで本研究では，児童生徒に対する教員の修復的な関わりを実現する学校環境を整備して
いくために，小中学校各 1 校の学級担任 24 名に対して修復的アプローチおよびポジティブ行
動支援に関する教員研修プログラムを実施する。加えて，教員の修復的な関わりを促進する
GBT(Good Behavior Ticket:教員用称賛チケット，松山・三田地, 2019; Simonsen et al, 2008)
を学校に導入し，それらの効果を明らかにする。 
 
２．研究成果 
教員に対する修復的アプローチおよびポジティブ行動支援に関する研修等教育的支援の実施
によって，対立場面における教員の介入方略の変化，また教員の修復的対話に関する対応スキ
ルの向上，加えてこれら複合的な効果として実施校における対立問題数の減少，および児童生
徒の学校適応感の向上が明らかとなった。また GBT（Figure1）の実施により，教員より児童
生徒への称賛が 2512回実施された。 
 以上より，本研究で実施した修復的アプローチおよびポジティブ行動支援に関する教員研修，
教育的支援によって，学校内で生じる児童生徒のけんかやいじめなどの対立問題を教員および
児童生徒が主体となって修復し合うことができる対応スキルを習得することができ，それによ
って学校における教員および児童生徒による修復的対話は実現することができたと言える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Figure1 Good Behavior Ticket      
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